食虫植物のエリア
貴賓の皆様：　ようこそ、食虫植物のエリアにいらっしゃいました！食虫植物とは何ですかというと、所謂虫を食べることができる植物です。ここは、200種に近い品種があって、これから、皆様に一番代表性がある食虫植物を紹介致します。

H1：豬籠草（ウツボカズラ）

ウツボカズラは、瓢箪の形のような瓶があって、壺口には甘い汁を分泌して小さいな昆虫を引きつけて、壺口の内壁（ないへき）には最もつるつるしているため、昆虫は瓶の内に陥れし易くて、ウツボカズラは、消化液を分泌し、昆虫を消化します。

H2:小毛氈苔（ショウモウセンゴケ）

ショウモウセンゴケの葉の上には、数多くの小さいな腺毛が成長しています。これらの小さいな腺毛が一種の粘液を分泌することが出来、所謂粘液型食虫植物です。この粘液は、糊のようなものです。小さいな昆虫がちょっと油断するとその粘液に摑まれて、そして、腺毛はゆっくりとして、捕獲物を包むようにしてから再び消化液を分泌し、ゆっくりと虫を消化します。

H3: 瓶子草（サラセニア）

サラセニアは、迷宮型の食虫植物に属されており、瓶の中に数多く逆様に挿し込んでいる小さいな繊毛があって、小さいな昆虫が進入するとなかなか瓶の外へ出られません。
H4: 捕蠅草（ハエトリソウ）
ハエトリソウの葉は、動物トラップと似ています。動物トラップ型の食虫植物です。

葉の上に多くのセンサーのような毛があって、連続２回でぶつかるのでさえすれば、
すぐにも挟んで、僅か0.1秒で昆虫を捕らえます。ハエトリソウは、非常にスマートので、昆虫が捕まれた時に必ず、もがいていますので、ハエトリソウは小さい虫を掴むことを知り、消化液を分泌してゆっくりと虫を食べてしまいます。
H5:海椰子（海のココナッツ）
海のココナッツは、世界最大の種であり、一粒は30キロの重さで、アフリカで200
キロの重さがあるアルダブゾウガメと同じくアフリカのセイシエル諸島で生息しています。世界最大の種をご覧になった後に、世界二番目に大きいゾウガメを見にいくことをも忘れないでくださいよ。
H6捕蟲堇(ムシトリスミレ)
ムシトリスミレは、スミレ科と似ているような美しくて小さいな花を咲かせて、粘液と消化液を分泌することができる食虫植物であり、大きな葉で甘い粘液を分泌し、小さいな虫を誘い込んでから、

再び消化液を分泌し、昆虫を消化し、自分のエネルギーに替えさせます。このムシトリスミレは、非常にスマートではありませんか？

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

H7陸生狸藻(リクセイタヌキもグサ)
リクセイタヌキもグサの食虫植物は、吸着型及び迷宮型の２種があり、彼らはすべてが、特化した
根茎を利用して、土壌にある小さいな生物を捕獲します。根茎には、小さいな捕獲袋、あるいは、多岐に分けられた数多くの長い型の捕獲袋で小さいな生物が出られないようにしていながら、再び
消化液を分泌して、虫を消化します。
H8黃花狸藻（黄色のタヌキモグサ）
黄色のタヌキモグサは、一種の水の中で成長している水生食虫植物であり、花を咲かした時に、花が水面に突出しています。黄色のタヌキモグサの葉は、糸のように分けられており、葉の上には数多くの小さいな袋があって、袋の上には、蓋があって、蓋の形は内側だけに開くことができます。

だから、水の中の小さいな生物は、油断すると袋の中に吸い込まれて、なかなか２度と外へ出られません。

植物界の中で至る所、驚くことが一杯にあるのではありませんか、貴賓の皆様、本日のご参観、本当に有難う御座います！どうぞ、次のエリアへ引き続きご参観をしてください！

Carnivorous Plants Area

Ladies and gentlemen, welcome to the Carnivorous Plant Area. There are around 200 species here. Let me introduce you some representative ones.

H1. Nepenthes 

The Nepenthes are popularly known as monkey cups. Nepenthes forms pitchers that hang from trees. They attract insects with the odor of nectar. Once inside, the insect cannot get a grip on the walls of the pitcher, because there’s flaky wax on the interior surface.

H2. Spoon-leaved sundew

Various insects are lured by spoon-leaved sundew and then trapped by the hairs on the leaves. The leaves are triggered to roll up and trap the insect. The insect is then digested and its nutrients absorbed.

H3. Sarracenia 

The plant's leaves have evolved into a funnel in order to trap insects. Once insect is trapped, the downward-pointing hairs make retreat impossible. 

H4. Venus Flytrap

The leaves of Venus' Flytrap have short and stiff hairs. When anything touches these hairs twice in rapid succession, the trap will snap shut in about 0.1 seconds. If the prey is unable to escape, it will continue to stimulate the lobes and the digestion occurs.

H5. Sea Coconut

Sea coconut is 40–50 cm in diameter and weighs 15–30 kg, and it contains the largest seed in the plant kingdom. Sea Coconut grows on palm trees that are found only in the Seychelles.

H6. Butterwort

Butterwort often grows showy and orchid-like flowers. It uses sticky leaves to lure, trap, and digest insects. Pretty smart, right?

H7. Terrestrial bladderworts

The name bladderwort refers to the bladder-like traps. Terrestrial bladderwort traps are underground and quite small. The trap has a broad beak-like structure extending and curving down over the entrance. When a prey is caught, it is very difficult to get out. 

H8. Aquatic bladderwort

Approximately 20% of bladderworts are aquatic. Most of them drift freely over the surface of ponds and other still, muddy-bottomed waters and only protrude above the surface when flowering. Aquatic species tend to have larger trap and it can suck prey in. 

Aren’t there full of surprises in plants kingdom!! Thanks for your visiting. Please continue your tour to the next area.

